
 様式第14号（第32条関係）
 （表）

 保　管　設　備　報　告　書
 

 年　　月　　日　　
 

 　鳥 取 県 公 安 委 員 会  殿
                                銃砲等所持者　住所

 
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 氏名

 
　今回、私が許可を受けて所持する銃砲等及び実包等は、次のとおり保管設備を備え
付けて保管しています。

  □ ライフル銃                  　　　　　　　　 　　　　 丁
  
  □ 散 弾 銃                  　　　　　　　　 　　　　 丁
  

 銃砲等 □ ライフル銃及び散弾銃以外の猟銃　 　　　　　　 　　 　 丁
 
所持す □ 空 気 銃　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 丁
る銃砲

 等 □ クロスボウ                  　　　　　　　　 　　　　 本

 □ けん銃　　　　　　　　 丁 □ 空気けん銃 　　　 　　 丁

産業用
銃砲等

□ 救命索発射銃　　　　　 丁 □ クロスボウ 　　　 　　 本

□ 建設用びょう打ち銃　　 丁 □ その他（　　　　 　）  

 材 質 □ 金属製（厚さ　　 　 　ﾐﾘ）　□ 木製（厚さ　 　 　　ﾐﾘ）
 
 大 き さ □ 縦（高さ）　　ﾐﾘ　□ 横（幅）　　ﾐﾘ　□ 奥行 　　ﾐﾘ
 
 

施 錠
□ 南京錠  　 　 個　　□ シリンダー錠　　　　　　 　個 

 □ 堀込錠 　　 　個　　□ その他（　　　 　 　）　 　個
 

  □ かんぬき機構があるか。 ある　  ない
 銃砲等
 の保管 □ 銃の用心鉄に通すクサリがあるか。 ある　  ない
 設備
 □ 銃を保管庫に固定する装置があるか。 ある　  ない

そ の 他
□ 保管庫は柱、床に固定されているか。 いる　　いない

 □ 保管庫にはガラス戸が使用されてい いる　  いない
るか。（ガラスが使用されているとき  
は、銃を取り出せないよう金網、鉄格 （ いる　　いない ） 
子が取りつけられているか。）

  備考　銃砲保管設備の設置場所の位置図および保管設備の写真を添付すること。



 （裏）

 材 質 □ 金属製　　　□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　）
 
 大 き さ □ 縦（高さ）  　ﾐﾘ　□ 横（幅）　　ﾐﾘ　□ 奥行　　　ﾐﾘ
 
実包等 施錠の有無 □ あり　　　　□ なし
の保管

 設備 □ ライフル実包 　　　　 個 □ 散 弾 実 包　　　　　個
 保管の有無

(保管があ □ 金 属 性 弾 丸　　　　　個 □ その他の実包等　　　　 個
る場合に記

 載) □ 銃 用 雷 管　　　　　個 □ 火 薬　　　　　㎏

□ 矢　　　　　　　　　　本 □ その他の矢等　　　　　本

  備考　実包等保管設備の設置場所の位置図および保管設備の写真を添付すること。
 

 
  銃砲所持者は、以下には記載しないこと。

保　管　状　況　確　認　結　果

 
Ａ

                       　□ 報告書のとおりです。 
  　保管設備の備付状況は

保                         □ 以下のとおり指導しました。 
管

Ｂ
  

 状     　　　年　　月　　日
 況

Ｃ
 確認者　所属　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　 

 
 
 
 
 
 
 
指 導 事 項

  備考　保管状況欄は次の区分により該当するものを○で囲むこと。
        (1)　金属製専用ロッカーに施錠し、安全な部屋に設置しているもの･･･Ａ
 　　　 (2)  堅固な木製ロッカーに施錠し、安全な部屋に設置しているもの･･･Ｂ
        (3)　前記(1)(2)のいずれかに該当しないもの又は全く設備のないもの･･･Ｃ


